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サカモト経管栄養トレーナーⅡ

介護職員による喀痰吸引等の実施のための制度に準拠

カテーテルの挿入1

カテーテルの到達確認2

胃ろう装着者のケア3

吸引4

●重量／約10kg　●ケースサイズ／W92×D35×H30cm
●付属品／経管栄養カテーテル、シリンジカテーテルチップ、模擬胃ろうカテーテル、模擬気管カニュ－レ、専用潤滑剤、模擬痰、模擬痰撹拌用容器、
模擬痰撹拌用マドラー、シリコンキャップ、トレー、収納ケース

介護職員等が実施できる「経管栄養（経鼻・経口・胃ろう・腸ろう）」行為のすべてを網羅！

経鼻（左右の鼻腔）・経口よりカテーテルの挿入ができます。
その際半座位や頭部の挙上など適正な姿勢に設定することができます。
5～15Frまでの幅広いカテーテルサイズに対応しています。

カテーテルが胃内に入っていることを胃液（水）の吸引、もしくはシリンジで
空気を入れ気泡音を聴診器で確認できます。

胃ろう装着者のケアを実習できます。
実際の栄養剤が注入できます。

経管栄養に伴う吸引に加え、挿管チューブ内や
気管カニューレ内の簡易な吸引機能をプラス。

※吸引チューブは含まれておりません。
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